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風力計災
い
転
じ
て
福
と
な
す

　
い
つ
の
間
に
か
創
業
80
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
、い
つ
の
間
に
か
還
暦
を
迎
え
る
年
に

な
っ
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
孫
と
遊
ん
で

い
る
自
分
が
い
た
。
年
月
を
重
ね
る
こ
と
は
嬉

し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う
な
…
…
。

　
年
を
重
ね
る
と
時
間
の
経
過
が
早
く
感
じ
る

と
い
わ
れ
る
が
、そ
れ
は
事
実
で
あ
る
。
60
才

の
者
に
と
っ
て
の
１
日
は
今
ま
で
生
き
て
き
た

２
１
９
０
０
日
分
の
１
で
あ
り
、３
６
５
日
し
か

生
き
て
い
な
い
１
歳
児
に
比
べ
れ
ば
相
対
的
に

短
く
感
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
人
生
を
い

か
に
充
実
し
た
も
の
に
す
る
か
が
今
の
課
題
で

あ
る
。

  

こ
の
年
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
、ど
う
し
て
若

い
と
き
は
政
治
や
選
挙
に
興
味
が
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
だ
。
大
学
を
出
る
ま

で
選
挙
な
ん
か
行
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
恥

ず
か
し
な
が
ら
こ
の
年
に
な
っ
て
世
の
中
の
流

れ
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
で
き
て
、我
々
の
使

命
が
未
来
の
薬
剤
師
の
た
め
に
職
能
と
社
会
的

地
位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
き
て
、

初
め
て
そ
の
重
要
性
に
気
付
い
た
次
第
で
あ
る
。

た
し
か
に
若
か
っ
た
時
は
、自
分
の
こ
と
に
精

い
っ
ぱ
い
で
薬
剤
師
と
し
て
の
職
能
や
、ま
し
て

未
来
の
こ
と
な
ど
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
自
分
を
思
い
出
す
。
そ
う
思
う
と
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
は
、政
治
と
薬
剤
師
職
能
の
か
か
わ
り
が

は
っ
き
り
と
見
え
、医
療
人
と
し
て
社
会
貢
献
の

重
要
性
を
実
体
験
で
き
る
良
い
機
会
な
の
で
あ

ろ
う
。「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」と
は
ま
さ
に

こ
の
こ
と
で
あ
る
。
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神神か
み
か
み

谷谷やや

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

活
動
報
告（

活
動
報
告（
88
））

和歌山県（４月26日～30日）

奈良県（４月20日～23日）

滋賀県（４月13日～16日）

愛知県（5月18日、20日、21日）

愛知県（5月25日、26日、28日）

宮城県（6月8日～11日）

愛知県（6月1日～3日）

　
6
月
20
日
ま
で
東
京
都
、京
都
府
、大
阪
府
、兵

庫
県
、愛
知
県
、福
岡
県
、北
海
道
、岡
山
県
、広
島

県
、沖
縄
県
に
発
令
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言

は
、沖
縄
を
除
き
解
除
さ
れ
、岡
山
県
と
広
島
県
を

除
い
て
7
月
11
日
ま
で
を
期
限
と
し
て
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
に
移
行
し
た
。
ま
た
、埼
玉
県
、千

葉
県
、神
奈
川
県
、岐
阜
県
、三
重
県
に
適
用
さ
れ

て
い
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
は
埼
玉
県
、千

葉
県
、神
奈
川
県
は
7
月
11
日
ま
で
延
長
さ
れ
、岐

阜
県
と
三
重
県
は
解
除
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、神
谷
副
会
長
は
事

前
に
P
C
R
検
査
に
よ
り
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
な
が
ら
支
部
訪
問
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

4
月
中
旬
以
降
6
月
中
旬
ま
で
の
間
、滋
賀
県
、奈

良
県
、和
歌
山
県
、宮
城
県
の
支
部
訪
問
活
動
は
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、予
定
さ
れ
て
い
た
大

阪
府
は
初
日
の
み
の
訪
問
、ま
た
、秋
田
県
、福
島

県
の
訪
問
活
動
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ

の
期
間
を
活
用
し
て
地
元
愛
知
県
に
お
い
て
支
部

訪
問
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
部
訪
問
活
動
！

●
滋
賀
県（
4
月
13
日
〜
16
日
）

　
大
津
市
を
皮
切
り
に
、9
支
部
を
訪
問
し
、薬
局

1
1
6
か
所
、卸
事
業
所
3
か
所
、製
薬
企
業
2
か

所
を
地
元
の
役
員
と
と
も
に
訪
問
し
、挨
拶
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、滋
賀
県
議
会
、大
津
市
議

会
も
訪
問
し
た
。

●
奈
良
県（
4
月
20
日
〜
23
日
）　

　
奈
良
市
な
ど
14
支
部
を
訪
問
し
、薬
局
1
6
3

か
所
、卸
事
業
所
10
か
所
、製
薬
企
業
3
か
所
、病

院
1
か
所
を
訪
問
し
、挨
拶
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
和
歌
山
県（
4
月
26
日
〜
30
日
）

　
和
歌
山
市
な
ど
11
支
部
を
訪
問
し
、薬
局
50
か

所
、卸
事
業
所
15
か
所
、製
薬
企
業
1
か
所
の
ほ

か
、国
会
議
員
事
務
所
、高
野
町
の
平
野
町
長
な
ど

10
か
所
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、支

部
の
会
員
と
の
意
見
交
換
会
を
3
回
、更
に
、29
日

（
昭
和
の
日
）に
は
若
手
の
会
と
女
性
の
会
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、生
涯
研
修
会
で
は
w
e
b
で
挨

拶
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

●
大
阪
府（
5
月
10
日
）

　
大
阪
府
医
薬
品
卸
協
同
組
合
、大
阪
生
薬
協
会
、

日
本
調
理
師
連
合
会
な
ど
7
か
所
を
訪
問
し
、挨

拶
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
愛
知
県（
5
月
18
日
、20
日
、21
日
、25
日
、26

日
、28
日
）

　
大
阪
府
の
支
部
訪
問
が
2
日
目
以
降
延
期
に

な
っ
た
こ
と
、ま
た
、5
月
末
の
秋
田
県
の
支
部
訪

問
も
延
期
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、愛
知
県
で
訪
問

し
て
い
な
い
支
部
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5
月
中
の
訪
問
は
一
宮
支
部
な
ど
6
支
部
を
訪
問

し
、
薬
局
1
4
3
か
所
、
病
院
1
か
所
を
訪
問
し

た
。
ま
た
、20
日
に
は
会
員
と
の
w
e
b
座
談
会

を
2
回
行
い
、50
人
の
会
員
と
交
流
が
で
き
た
。

●
愛
知
県（
6
月
1
日
〜
3
日
）

　
福
島
県
の
支
部
訪
問
が
延
期
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、愛
知
県
尾
張
地
域
の
薬
局
等
へ
の
訪
問
活
動

を
行
っ
た
。
薬
局
79
か
所
、国
会
議
員
事
務
所
1

か
所
を
訪
問
し
た
。

●
宮
城
県（
6
月
8
日
〜
11
日
）

　
石
巻
地
区
、気
仙
沼
地
区
、大
崎
地
区
か
ら
南
下

し
、仙
台
地
区
を
経
て
仙
南
地
区
、白
石
地
区
を
訪

問
し
た
。
薬
局
30
か
所
、卸
事
業
所
8
か
所
な
ど

を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、石
巻
市
で
は
ミ
ニ
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
、仙
台
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
研
修
会
に
参
加
し
た
。
ま

た
東
日
本
大
地
震
被
災
地
の
視
察
も
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

支
部
訪
問
と
並
行
し
て
都
道
府
県
の

会
合
へ
も
参
加
！

　
神
谷
副
会
長
は
、支
部
訪
問
活
動
と
と
も
に
、可

能
な
限
り
都
道
府
県
の
会
合
に
も
参
加
し
て
い
る
。

4
月
中
旬
か
ら
6
月
中
旬
ま
で
に
参
加
し
た
会
合

は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
神
奈
川
県（
薬
剤
師
連
盟
支
部
長
・
地
域
連
盟
会

長
会
…
リ
ア
ル
）、鹿
児
島
県（
薬
剤
師
連
盟
主
催

の
神
谷
ま
さ
ゆ
き
後
援
会
活
動
に
係
る
説
明
会
…

ウ
ェ
ブ
）、大
阪
府（
薬
剤
師
連
盟
評
議
員
会
…
リ

ア
ル
、薬
剤
師
会
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
…

ウ
ェ
ブ
、薬
剤
師
連
盟
中
河
内
ブ
ロ
ッ
ク「
神
谷
ま

さ
ゆ
き
先
生
と
語
ら
い
の
会
」及
び
評
議
員
会
…

ウ
ェ
ブ
）、新
潟
県（
薬
剤
師
会
改
正
薬
機
法
に
関

す
る
研
修
会
、令
和
3
年
度
定
時
総
会
…
ウ
ェ
ブ
）、

石
川
県（
薬
剤
師
会
第
2
回
開
局
・
協
組
在
沢
役
員

会
な
ら
び
に
常
務
理
事
会
合
同
会
議
…
ウ
ェ
ブ
）、

岡
山
県（
薬
剤
師
連
盟
主
催
の
女
子
カ
フ
ェ
…
ウ
ェ

ブ
）、群
馬
県（
薬
学
大
会
開
会
式
…
録
画
で
の
挨

拶
）、秋
田
県（
薬
剤
師
連
盟
全
県
支
部
役
員
・
班
長

拡
大
会
議
、青
年
部
・
神
谷
副
会
長
オ
ン
ラ
イ
ン
会

談
、支
部
長
・
神
谷
副
会
長
オ
ン
ラ
イ
ン
会
談
、薬

剤
師
会
代
表
役
員
会
・
議
事
運
営
委
員
会
…
ウ
ェ

ブ
）、広
島
県（
薬
剤
師
会
に
よ
る
薬
薬
連
携
に
関

す
る
研
修
会
…
ウ
ェ
ブ
）、埼
玉
県（
薬
剤
師
連
盟
総

会
…
リ
ア
ル
）、福
井
県（
薬
剤
師
連
盟
総
会
…
ウ
ェ

ブ
）、山
形
県（
薬
剤
師
連
盟
総
会
…
ウ
ェ
ブ
）、東

京
都（
薬
剤
師
連
盟
定
時
総
会
…
リ
ア
ル
）、佐
賀

県（
薬
剤
師
会
令
和
3
年
度
定
時
総
会
…
ウ
ェ
ブ
）

　
そ
の
他
、都
道
府
県
の
支
部
薬
剤
師
連
盟
の
会

合
や
女
薬
連
盟
の
会
合
に
も
参
加
し
た
。

　
ま
た
、6
月
13
日（
日
）に
は
日
本
女
性
薬
剤
師

連
盟
の
総
会
に
w
e
b
参
加
し
、挨
拶
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

毎
日
の
活
動
を

F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

　
神
谷
副
会
長
は
、毎
日
の
活
動
状
況
を
写
真
と

と
も
に
F
a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
の
活

動
日
誌
」に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、是
非
閲
覧
願
い
ま
す
。
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令
和
3
年
4
月
18
日
（
日
）、
コ
モ
レ
四
谷
に

お
い
て
「
全
国
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
の
参
加
者
は
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟

よ
り
選
出
さ
れ
た
47
名
が
Z
O
O
M
で
集
結
し

「
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
名
簿
収
集
」
の
テ
ー
マ
の

下
、
地
域
別
に
A
〜
F
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
」
の
支
援
に
つ
い
て
、

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下

S
G
D
）
が
行
わ
れ
た
。

A
グ
ル
ー
プ
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

企
画
実
行
委
員
会
　
田
城
委
員
・
吉
田
委
員

　
A
グ
ル
ー
プ
は
前
回
と
比
べ
2
名
が
代
理
出

席
の
為
、
最
初
こ
そ
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
静

か
だ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
時
間
が
少
し
短
い
か

な
?
と
感
じ
る
く
ら
い
お
互
い
の
意
見
交
換
が
で

き
た
。
名
簿
集
め
の
手
段
以
外
に
、
知
名
度
を
上

げ
る
策
に
つ
い
て
も
提
案
さ
れ
た
。
ま
ず
北
海
道
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
共
通
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
作
り
、

知
名
度
ア
ッ
プ
に
結
び
つ
け
れ
た
ら
と
い
う
結
論

が
出
た
。
こ
れ
以
外
に
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
方
法
が
い
く
つ
か
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
実

際
に
試
し
名
簿
集
め
に
絡
め
て
い
こ
う
と
い
う
と

こ
ろ
で
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

B
グ
ル
ー
プ
関
東
・
東
京
ブ
ロ
ッ
ク

企
画
実
行
委
員
会
　
福
嶋
委
員
・
櫛
方
委
員

　
関
東
・
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
政
治
に
あ
ま
り

関
心
の
な
い
方
に
、
い
か
に
し
て
名
簿
に
名
前
を

書
い
て
も
ら
う
か
、
ま
た
名
前
を
書
く
意
味
を
分

か
っ
て
も
ら
う
か
、
と
い
う
話
題
か
ら
、「
他
県
で

作
成
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
す
ぐ
に
共
有
で
き
る
仕

組
み
が
欲
し
い
!
」
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

1
2
0
分
と
い
う
長
時
間
で
し
た
が
、
皆
が
途
切

れ
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
発
言
し
、
盛
況
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

C
グ
ル
ー
プ
北
陸
信
越
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

企
画
実
行
委
員
会
　
金
井
委
員

　
C
グ
ル
ー
プ
は
東
海
、
北
陸
信
越
の
グ
ル
ー
プ

で
し
た
。
初
め
て
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
と
同
メ
ン
バ
ー

の
方
も
多
く
、
非
常
に
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
愛
知
県
の
活
動
が
活

発
で
あ
り
、
紹
介
者
名
簿
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
段
階
で

多
く
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
愛
知
県
の
成
功
事
例
、

失
敗
事
例
を
参
考
に
各
県
の
現
場
に
落
と
し
込
む

形
で
話
が
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

D
グ
ル
ー
プ
大
阪
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

企
画
実
行
委
員
会
　
伊
藤
委
員
・
大
桑
委
員

　
大
阪
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
代
理
出
席
の
県
も
あ

り
、
少
し
な
じ
む
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
後

半
は
問
題
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て

い
る
。
内
容
に
つ
い
て
、
古
典
的
な
や
り
方
で
あ

る
が
電
話
等
で
名
簿
が
ま
だ
の
方
に
依
頼
を
か
け

る
。
W
E
B
研
修
会
等
で
幕
前
演
説
の
時
間
を
と

る
な
ど
の
方
法
を
と
る
。
結
果
的
に
、
足
を
使
う

し
か
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。
和
歌
山
県
は

担
当
役
員
か
ら
委
員
会
委
員
に
対
し
て
協
力
の
お

願
い
、
各
支
部
長
は
支
部
内
の
未
提
出
者
に
対
し

て
声
掛
け
、
県
薬
連
盟
は
複
数
回
の
名
簿
の
依
頼

を
行
っ
て
い
る
。
他
府
県
で
回
収
率
が
思
わ
し
く

な
い
県
に
は
実
践
し
て
も
ら
い
た
い
。
和
歌
山
も

元
々
は
回
収
率
が
よ
く
な
い
県
で
あ
っ
た
が
あ
る

チ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

チ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
S
G
D

S
G
D（
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

（
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）の
感
想

の
感
想

令
和
３
年
度

第
１
回
全
国
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム程

度
成
果
は
上
が
っ
た
。

E
グ
ル
ー
プ
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

企
画
実
行
委
員
会
　
高
島
委
員

　
参
加
メ
ン
バ
ー
が
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た

た
め
役
割
分
担
、
進
行
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。

進
行
は
概
ね
司
会
者
に
任
せ
た
が
最
初
に
検
討
し

て
ほ
し
い
課
題
『
①
正
し
い
収
集
方
法
を
理
解
し

て
い
る
か

　
②
各
県
の
取
り
組
み
の
発
表

　
③
名

簿
収
集
の
一
連
の
流
れ
で
問
題
・
障
害
に
な
っ
て

い
る
点
が
な
い
か
、
あ
れ
ば
全
員
で
解
決
策
を
考

え
る
。』
に
つ
い
て
告
げ
て
い
た
た
め
そ
れ
に
沿
っ

た
内
容
で
議
論
が
進
ん
だ
。

F
グ
ル
ー
プ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

企
画
実
行
委
員
会
　
田
城
委
員
・
吉
田
委
員

　
2
回
目
の
S
G
D
は
前
回
と
参
加
者
が
殆
ど

変
わ
ら
ず
、
緊
張
な
く
始
ま
っ
た
。
九
州
は
先
の

選
挙
に
お
い
て
名
簿
を
多
数
集
め
た
ブ
ロ
ッ
ク
で

あ
る
。
名
簿
集
め
は
「
質
」
よ
り
も
「
量
」
と
位

置
づ
け
討
議
が
進
ん
だ
の
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
な
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
薬
局
と
病
薬
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
病
薬
メ
ン
バ
ー
か
ら

病
院
へ
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
い
い
か

指
南
を
う
け
、
卸
や
大
学
な
ど
多
方
面
へ
切
り
込

ん
で
い
く
足
が
か
り
を
得
ら
れ
た
。
課
題
や
取
り

組
み
を
共
有
し
、
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
数
多
く

の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
で
き
た
S
G
D
と
な
っ
た
。

全
国
会
長・幹
事
長
拡
大
会
議

全
国
会
長・幹
事
長
拡
大
会
議  

開
催
開
催

　
令
和
3
年
5
月
13
日
（
木
）、
A
P
日
本
橋
に

お
い
て
令
和
3
年
度
第
1
回
全
国
会
長
･
幹
事

長
拡
大
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
原
口
常
任
総
務
の

司
会
で
開
会
さ
れ
、
冒
頭
の
挨
拶
で
は
、
座
長
の

山
本
会
長
よ
り
最
近
の
日
本
薬
剤
師
連
盟
活
動
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
対
応
か
ら
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
（
骨
太
の
方
針
）
及
び
税
制
改
正
要
望
等
に

関
し
て
引
き
続
き
薬
剤
師
連
盟
と
し
て
政
策
提
言

も
含
め
た
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
加
え
て
組

織
内
統
一
候
補
に
選
任
さ
れ
た
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副

会
長
を
全
国
に
知
ら
し
め
、
藤
井
基
之
参
議
院
議

員
の
跡
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぐ
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
、
2
名
体
制
を
堅
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て

強
い
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。 

　
議
事
に
入
り
、
石
井
副
会
長
か
ら
会
務
日
誌

を
基
に
昨
年
度
下
期
に
実
施
さ
れ
た
主
要
会
議

及
び
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ
た
会
議
、
研
修
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
へ
の
対
応
状
況
、
都
道
府
県
薬
剤

師
連
盟
主
催
「
若
手
薬
剤
師
指
導
者
育
成
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
開
催
要
項
の
説
明
、
直
近
の
政
治
課
題（
経

済
財
政
諮
問
会
議
、
財
政
制
度
等
審
議
会
、
規
制

改
革
推
進
会
議
に
お
け
る
医
療
・
介
護
W
G
等
の

現
状
等
）
に
つ
い
て
、
財
務
省
、
厚
生
労
働
省
等

の
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
神
谷
ま
さ
ゆ
き
中
央
後
援
会
活
動
に
関

す
る
協
議
に
入
り
、
組
織
体
制
、
後
援
会
全
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
支
部
訪
問
日
程
等
に
つ
い
て
執
行

部
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
大
澤
副
会
長
か
ら
は
名

簿
収
集
日
程
並
び
に
お
礼
は
が
き
発
送
日
程
、
都

道
府
県
別
の
名
簿
達
成
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。
更

に
出
席
し
た
全
て
の
都
道
府
県
代
表
か
ら
各
支
部

ご
と
に
名
簿
収
集
進
捗
状
況
、
支
部
訪
問
予
定
及

び
そ
の
結
果
、
並
び
に
今
後
の
活
動
予
定
が
報
告

さ
れ
た
。
都
道
府
県
ご
と
に
特
色
あ
る
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

下
に
お
け
る
活
動
時
の
対
策
に
加
え
、
w
e
b
を

用
い
た
新
た
な
活
動
方
法
、
名
簿
収
集
目
標
達
成

へ
の
熱
い
意
気
込
み
が
示
さ
れ
た
。

　
鳥
海
副
会
長
か
ら
は
広
報
関
連
に
つ
い
て
、
昨

今
は
最
重
要
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
S
N
S
対
策

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

L
I
N
E
や
F
a
c
e
b
o
o
k
（
薬
剤
師
「
神

谷
ま
さ
ゆ
き
」
の
活
動
日
誌
）
等
の
閲
覧
・
登
録

状
況
の
分
析
、
前
回
選
挙
と
の
比
較
、
そ
の
対
応

策
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
中
央
後
援
会
支

援
団
体
報
告
と
し
て
日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
、
日

本
薬
業
政
治
連
盟
と
の
連
携
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
浜
田
副
幹
事
長
の
閉
会
挨
拶
で
本
会
議
は
終

了
と
な
っ
た
。

神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
、

全
国
支
部
訪
問
を
語
る

　
本
会
議
で
は
、
議
事
に
先
立
っ
て
座
長
よ
り
神

谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
へ
挨
拶
の
機
会
が
設
け
ら
れ

た
。
神
谷
副
会
長
は
、
一
年
前
に
組
織
内
候
補
と

し
て
選
出
さ
れ
た
際
の
思
い
と
、
直
後
よ
り
全
国

支
部
訪
問
を
通
じ
て
活
動
す
る
中
で
、
様
々
な
地

域
に
お
け
る
医
療
の
特
性
と
課
題
、
さ
ら
に
薬

業
界
や
薬
剤
師
へ
の
強
い
思
い
に
直
接
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
最
良
の
喜
び
で
あ
っ
た
こ
と

を
出
席
者
に
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
強
い
思
い

こ
そ
が
、
自
身
に
と
っ
て
大
き
な
成
長
の
糧
と
な

り
、
政
治
信
条
の
裏
付
け
と
な
っ
た
こ
と
を
語
っ

た
。
最
後
に
「
現
場
で
汗
を
流
し
て
い
る
す
べ
て

の
薬
剤
師
の
皆
様

か
ら
伝
え
て
い
た

だ
い
た
熱
い
ご
支

援
に
対
し
、
必
ず

そ
の
期
待
に
応
え

た
い
。」
と
力
強

い
覚
悟
を
表
明
さ

れ
、
会
場
は
暖
か

い
激
励
の
拍
手
に

包
ま
れ
た
。
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J
P
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
開
催

　
令
和
3
年
6
月
20
日
（
日
）
、
本
来
、
令

和
2
年
度
事
業
と
し
て
2
月
の
予
定
だ
っ
た

J
P
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延

期
と
な
り
、
A
P
日
本
橋
の
ス
タ
ジ
オ
に
は

挨
拶
や
対
談
の
参
加
者
の
方
々
の
み
と
し

て
、
完
全
ウ
ェ
ブ
開
催
と
な
っ
た
。
来
賓
4

名
、
役
員
27
名
、
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
47

名
の
女
性
薬
剤
師
の
皆
様
が
参
加
し
た
。

開
会
挨
拶

　
司
会
は
田
城
企
画
実
行
委
員
。
冒
頭
、

山
本
会
長
の
挨
拶
で

は
、
初
め
て
の
女
性

薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
京
都
）
に
出
席
し

た
と
き
の
感
想
等
を

交
え
、
現
場
で
働
く

女
性
薬
剤
師
の
力
強
さ
を
話
さ
れ
、
本
田
顕

子
参
議
院
議
員
に
続
け
て
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏

の
名
前
を
広
め
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

来
賓
挨
拶

　
次
に
、
来
賓
と
し
て
近
藤
由
利
子
日
本
女

性
薬
剤
師
連
盟
会
長
か
ら
、
健
康
で
愉
快
で

真
面
目
な
人
柄
の
神
谷
ま
さ
ゆ
き
さ
ん
を
支

援
し
ま
す
と
い
う
、
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ

た
。

国
会
報
告

　
続
け
て
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
の
国
会
報

告
が
あ
っ
た
。
国
政
に
お
い
て
薬
剤
師
の
職

能
を
発
揮
し
、
新
し
い
時
代
の
薬
剤
師
像
を

神
谷
ま
さ
ゆ
き
君
に
期
待
し
、
自
分
の
後
任

と
し
て
、
本
田
顕
子
議
員
と
の
二
人
体
制
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
お
願
い
す
る
と

述
べ
ら
れ
た
。

は
じ
め
ま
し
て

神
谷
ま
さ
ゆ
き
で
す

　
次
に
、
神
谷
ま
さ
ゆ
き
日
本
薬
剤
師
連
盟

副
会
長
か
ら
「
は
じ
め
ま
し
て
神
谷
ま
さ
ゆ

き
で
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ

た
。
生
ま
れ
育
っ
た
実
家
が
職
住
一
体
の
薬

局
だ
っ
た
こ
と
、
父
親
の
背
中
を
見
て
薬
局

の
現
場
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、
製
薬
会
社
で

働
い
た
経
験
、
卸
さ
ん
と
の
関
係
、
在
宅
医

療
で
の
経
験
等
々
か
ら
、
現
場
の
顔
が
見
え

る
政
治
活
動
を
大
切
に
し
た
い
と
力
強
く

語
っ
た
。

対
　
談

　
次
に
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
プ
ロ
の
司
会
者

栗
原
由
佳
氏
を
迎
え
、
「
本
田
顕
子
参
議
院

議
員
×
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
」
の
対
談
が

45
分
ほ
ど
行
わ
れ
た
。
握
手
が
で
き
な
い
中

で
も
想
い
を
共
有
し
て
行
く
大
切
さ
が
話
し

合
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
も
率
直
に

答
え
る
な
ど
、
素
顔
の
神
谷
候
補
の
姿
が
伺

わ
れ
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
の
対
談
と

な
っ
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク

（
女
子
会
の
時
間
）

　
休
憩
を
挟
ん
で
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
女
子
会
の
時
間
）
」

と
し
て
「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
支
援
の
輪
を
広

げ
る
に
は
!
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
あ
と
、

「
実
現
可
能
活
動
」
と
し
て
次
回
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
向
け
て
の
宣
言
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
神
谷
ま
さ
ゆ
き
の
名
前
を
広
め

る
か
、
人
柄
を
知
っ
て
も
ら
う
か
、
の
具

体
的
方
法
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ

た
。

●
A
グ
ル
ー
プ
（
北
海
道
・
東
北
）

◦ 

サ
ム
シ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
と
し
て
緑
の
マ

ス
ク
を
活
用
し
、
認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
よ
う
!

◦ 

親
し
み
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
し
て
、

ス
マ
イ
ル
王
子
を
宣
伝
す
る
。

◦ 

女
子
会
、
会
議
な
ど
で
動
画
を
流
す
。

地
元
の
会
議
や
研
修
会
に
神
谷
ま
さ
ゆ

き
氏
に
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
て
い
た
だ

く
。

◦ 

各
自
が
人
脈
を
使
い
、
S
N
S
な
ど
で
友

人
や
、
薬
剤
師
仲
間
に
情
報
発
信
す
る
。

●
B
グ
ル
ー
プ
（
関
東
・
東
京
）

◦ 

来
年
2
0
2
2
年
2
月
11
日
開
催
の

J
P
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
で
に
各
県
で
最
低

1
回
ウ
ェ
ブ
飲
み
会
を
開
い
て
、
あ
り
の

ま
ま
で
話
す
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏
を
知
っ
て

も
ら
い
、
女
性
の
気
持
ち
を
つ
か
も
う
!

●
C
グ
ル
ー
プ
（
北
陸
信
越
・
東
海
）

◦ 
支
部
回
り
は
役
員
以
外
の
若
い
薬
剤
師

の
薬
局
を
訪
問
先
に
提
案
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
。

◦ 

店
頭
に
も
サ
ム
シ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
を
置

き
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
。
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
。

◦ 

店
舗
、
会
合
の
場
に
S
N
S
な
ど
の
Q
R

コ
ー
ド
を
設
置
、
登
録
し
て
も
ら
う
。

●
D
グ
ル
ー
プ
（
大
阪
・
近
畿
）

◦ 

薬
局
内
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
写
真
を
ス
タ
ッ
フ
の
身
近
な

休
憩
室
に
貼
る
。

◦ 

P
O
W
E
R
配
布
、
定
期
配
布
物
な
ど

を
訪
問
配
布
、
具
体
的
な
話
を
す
る
。

◦ 

Z
O
O
M
の
バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
を
サ
ム

シ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
に
。
研
修
会
な
ど
で

動
画
を
流
す
。

●
E
グ
ル
ー
プ
（
中
国
・
四
国
）

◦ 

女
子
会
を
継
続
す
る
。
リ
ア
ル
で
な
く

て
も
ウ
ェ
ブ
で
開
催
す
る
。
少
人
数
で

回
数
を
増
や
し
て
開
催
。
子
ど
も
と
一

緒
に
参
加
O
K
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合

え
ば
神
谷
先
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

●
F
グ
ル
ー
プ
（
九
州
）

◦ 

女
子
会
の
開
催
。
女
性
の
興
味
を
引
く

よ
う
な
集
ま
り
を
開
き
人
の
輪
を
広
げ

る
。

◦ 

サ
ム
シ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
と
し
て
カ
エ
ル

の
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
名
簿
収
集
や
集

会
時
に
活
用
す
る
。

●
総
評

　
岩
本
幹
事
長
か
ら
、今
日
お
集
ま
り
の
皆

様
が
地
元
で
キ
ー

ウ
ー
マ
ン
と
な
り

盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
と
の
総
評
が
あ

り
、
そ
の
後
、
原

和
子
先
生
の
熱
い

「
エ
ー
ル
」に
続
き
、

橋
本
常
任
総
務
の

心
の
こ
も
っ
た
閉

会
挨
拶
で
終
了
と
な
っ
た
。

●Aグループ

●Fグループ

●Bグループ

●Cグループ

●Dグループ

●Eグループ
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コ
ロ
ナ
禍
で
得
し
た
こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
未
だ
見
通
せ
な
い
中
で
、切
り
札
と
な
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
や
っ
と
軌
道
に
乗

り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
医
療
の

現
場
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
薬
剤
師
の
多

く
の
方
々
が
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
て
か
ら
、1
年
3
か
月
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
、感
染
状
態
が
こ
の

よ
う
に
長
引
く
と
は
誰
も
が
予
想
し
て
お

ら
ず
、私
も
し
ば
ら
く
の
辛
抱
だ
と
思
い
、

外
出
自
粛
を
実
践
し
、時
々
気
分
転
換
の
た

め
自
宅
近
く
を
散
歩
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
し
た
。

　
散
歩
コ
ー
ス
の
一
つ
に
自
宅
近
く
の
古

墳
を
囲
む
公
園
が
あ
り
ま
し
た
。
春
は
桜

の
花
見
で
盛
り
上
が
り
ま
す
が
昨
年
は
ひ
っ

そ
り
で
し
た
。
4
月
末
の
あ
る
日
、夫
婦
で

歩
い
て
い
ま
し
た
ら
、古
墳
の
上
の
木
々
の

間
に
陽
光
を
受
け
て
黄
色
く
光
る
小
さ
な

花
弁
が
目
に
映
り
ま
し
た
。
郊
外
の
林
の

中
に
咲
く
春
先
の
可
憐
な
花
と
い
え
ば「
カ

タ
ク
リ
」が
有
名
で
す
が
、山
の
花
好
き
の

間
で
見
て
得
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が

「
金
蘭
・
銀
蘭
」な
の
で
す
。
都
会
の
公
園
で

見
ら
れ
る
と
は
全
く
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
花
に
会
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。“
コ

ロ
ナ
禍
で
得
し
た
な
”と
夫
婦
で
喜
び
、今

年
も
会
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
後
援
会
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
が
、様
々
な
工
夫
を
し
て
来
年
の

夏
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
K
・
I
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　
鳥
海
　
良
寛
、石
井
　
甲
一

　
　
大
澤
　
泰
輔
、丹
羽
　
松
弘

　
　
橋
本
　
昌
子
、加
茂
　
雅
行

　
　
和
泉
啓
司
郎
、渡
邊
美
知
子

　通常国会が閉じてからも閉会中審査、災害対応、年末の来年度政府予算案の編成に向
けた各省の概算要求に関する勉強会、各級地方選挙対応等の日々が続いています。
　また、新型コロナウイルス感染症の決め手となるワクチン接種もある程度軌道に乗
りつつありますが、薬剤師会や病院薬剤師会の皆様には、それぞれの地域や場所で、接
種事業が的確かつ効率的に行われるようご対応頂いておりますことに感謝申し上げます。
　さて、今回は掲載させていただいている“オレンジ日記”を振り返ってみることにし
ました。最初の掲載は令和元年11月号で「スポーツファーマシストの活用」、続いて「循
環器病対策基本法」、「緊急事態宣言の期間延長」、「新型コロナウイルス感染症とこれか
らのこと」、「閉会中審査」、「女性の健康と活躍推進」、「自殺対策強化月間」、「5月5日は
薬の日」と連載してきました。POWERを手にして下さる皆様と機関紙を通してつながっ
ていることに感激すると同時に、こうして原稿を掲載していただいていることに感謝
でいっぱいの気持ちになりました。その時々に一番伝えたい想いをタイトルに込めて
書いていますので、タイトルを見ると、その際の活動を振り返ることができます。
　私がこうして積み重ねをさせて頂いたように、次の組織候補となられた神谷まさゆ
き副会長は、まさに今、後援会活動を積み上げられ、その活動報告が毎回のPOWERに
掲載されています。
　私もまだまだ及ばないところがたくさんありますので、先輩の藤井基之先生に習い
ながらの毎日です。
　今後とも引き続きご指導をよろしくお願いいたします。

積み重ね

自民党　厚生労働部会副部会長
参議院議員・薬剤師 本田顕子

オレンジ日記

　後発医薬品については、薬剤師による使用促進の努力等もあって2020年9月までに数量
シェア80%とする政策目標を概ね達成するに至りました。しかしながら、昨年12月、そし
て本年2月と後発医薬品メーカーによる法令違反が明らかとなり、更には製品の自主回収
や出荷調整等が続き、医療を受ける国民や医療関係者の信頼を大きく損なう事態となって
います。
　こうした状況を踏まえ、自民党議員連盟の「ジェネリック医薬品の将来を考える会」は、
ジェネリック医薬品を扱う全ての企業が「ガバナンス・コンプライアンス・リスクマネジメ
ント」を徹底し、「揺るぎない安定供給体制」「高度な製造管理・品質管理体制」「品質・有効性・
安全性等の各種情報の提供」を遵守することを前提として提言を行い、財務大臣及び厚生
労働大臣に提出しました。
　この問題に関して6月8日の厚生労働委員会の質疑でも取上げ、法令違反の一義的責任は
当該企業にあるものの、一連の不祥事に対して如何に対応し、後発医薬品に対する信頼回
復に向けて如何なる政策を行っていくか、厚生労働省として早急に取り組むべき重要課題
でることを指摘しました。
　また、いわゆる「骨太の方針2021」においても、後発医薬品の品質及び安定供給の信頼
性を確保しつつ、2023年度末まで後発医薬品の数量シェアを全ての都道府県で80%とす
る新目標の検証を行っていくと記されています。
　国民が安心して医療を受けられるよう、行政、企業が一丸となって信頼回復に努めてい
くことが何よりも求められています。

後発医薬品の信頼回復

RReporteport
もとゆきもとゆき 藤井もとゆき国会レポート

薬剤師・薬学博士
情報監視審査会会長・参議院議員 藤井基之

　「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ

　
一
期
一
会
」と
い
う

映
画
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
映
画
に
は

次
の
よ
う
な
セ
リ
フ
が
出
て
き
ま
す
。「
ぼ
く
ら

に
は
み
ん
な
運
命
が
あ
る
の
か
、た
だ
風
に
吹
か

れ
て
漂
っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
。
ぼ
く
は
そ
の

両
方
だ
と
思
う
。
多
分
そ
の
両
方
が
同
時
に
起

き
る
ん
だ
と
思
う
」。

　
私
は
組
織
内
統
一
候
補
に
選
任
を
い
た
だ
く

ま
で
の
道
程
を
振
り
返
る
と
、い
つ
も
こ
の
言
葉

を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
、学
ん

で
、触
れ
て
、醸
成
し
て
き
た
、政
治
の
面
か
ら

薬
業
界
の
未
来
を
輝
か
せ
た
い
と
い
う
想
い
が

あ
り
、そ
れ
を
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
が
あ
り
、

ま
た
代
々
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
引
き
受
け

て
く
れ
る
大
学
の
後
輩
が
あ
り
、色
々
な
場
で
関

わ
っ
た
皆
様
が
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と

か
ら
、次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　
そ
の
時
の
決
意
は
、
2
0
2
0
年
4
月

P
O
W
E
R
号
外
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

薬
局
の
息
子
と
し
て
幼
い
頃
か
ら
触
れ
て
き
た

“
薬
剤
師
が
薬
局
や
医
療
機
関
で
そ
の
職
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
は
地
域
住
民
の
健
康
増
進

や
公
衆
衛
生
の
更
な
る
向
上
、社
会
保
障
制
度
の

維
持
に
も
貢
献
で
き
る
”と
い
う
想
い
や
、製
薬

会
社
勤
務
を
経

て
実
感
し
た
優

れ
た
医
薬
品
・

医
療
機
器
が
開

発
さ
れ
て
安
定

し
て
流
通
す
る

こ
と
は
国
民
の

希
望
に
な
り
日

本
の
産
業
と
し

て
も
重
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
、そ
れ
ら
政
治
信
条
を
お
一
人
お
ひ

と
り
へ
し
っ
か
り
と
お
伝
え
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
方
法
も
、時
代
や
社
会
の
流
れ
を

上
手
く
乗
り
こ
な
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
組
織
内
統
一
候
補
に

選
任
を
い
た
だ
く
前
後
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
様
々
な
価
値
観
が
一
変

し
ま
し
た
。
私
た
ち
薬
剤
師
は
そ
の
中
で
も
医

薬
品
提
供
体
制
を
崩
す
こ
と
な
く
、公
衆
衛
生

に
関
す
る
知

識
を
充
分
に

発
揮
し
、
地

域
住
民
の
不

安
解
消
に
取

り
組
ん
で
き

た
こ
と
か
ら
、

社
会
か
ら
薬

剤
師
に
向
け

ら
れ
る
視
線
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
様
々
な
こ
と
が
変
わ

り
、新
し
い
生
活
様
式
も
求
め
ら
れ
る
中
、全
国

の
皆
様
に
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
W
E
B
画
面
を
通
じ
た
リ
モ
ー
ト
形
式
も
フ

ル
に
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、そ
れ
と
同
時
に
長
く
継
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
は
、や
は
り
意
味
と
価
値
が
あ
る
こ
と
も

強
く
実
感
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
お
会
い
し

て
対
面
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
伝
え
ら
れ
る
も

の
も
、大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
を
読
ん

で
下
さ
っ
て

い
る
皆
さ
ん

の
街
に
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン

で
お
邪
魔
し

た
際
は
、
ど

う
か
握
手
に

替
わ
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
方
法
の「
カ
ミ
ヤ

タ
ッ
チ
」で
お
迎
え
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
そ
の
時
に
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
現
場

の
声
を
、し
っ
か
り
と
国
政
に
届
け
ら
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
共
有
し
た
時
間
が「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
物
語
」

の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
に
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と

を
、心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
全
7
回
も

の
連
載
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
誌
面
を
通
し
て
の
皆
様
と
の
ご
縁
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年度日本薬剤師連盟定時評議員会にて
組織内統一候補に決定いただきました

リモート形式でのやり取りもフル活用
しています

カミヤタッチでご挨拶させていただい
ています

神
か み

谷
や

まさゆき
物語

〜第７回（最終回）〜


